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  第1章

ピ ウ ス ツ キ の 生 涯



ロシア民族学のあけぼの

革命運動か ら民族学への道

加  藤 九 柞*

1.は じ め に

 ピ ウスツキBpoHHcπaB n湖cy皿cK曲 は19世 紀 末 か ら20世 紀初頭 にかけて,サ ハ リ

ン原住民の民族学的研究 によ って世界 に貢献 した。 しか し彼 がサハ リンにお もむいた

のは,自 らの自由意志で はな くて,19世 紀 後半の ロシア社会 で大 きな うね りとな って

いたナ ロー ドニキ(正 しくはナロー ドニ チェス トヴ ォHaPOZtHvaqeCTBOで,そ の意味

はナ ロー ドニキの思想,運 動全体をさす。 ナロー ドニ キHaPOJkHHKHと はナ ロー ドニ

チ ェス トヴ ォの運動家を さす。 くわ しくは後述)の 革命運動 に加 わ ったか どで,国 家

権 力によ って,政 治犯 として追放 されたので ある。

 と ころが当時のロシアで は,ピ ウスツキと同 じよ うにナロー ドニキ革命運動 に加わ

り,シ ベ リアへ追放 され,孤 独 と困苦の中で シベ リア原住民の民族学的研究を行ない,

不朽 の業績 をあげた人 々が ほかにも何人 かいたので ある。その多 くは ピウス ッキより

も年令 的に先輩 であり,な かには生 き方 や学 問の研究方法 において ピゥスッキに大 き

な影響 をあた えた と考え られる人 々も含 まれて いる。 ヨヘル ソンB.H. HoxeπbCOH,

ボ ゴ ラズB・ 「・Boropa3,シ ュテル ンベルグJI・A・ 1皿TepH6eprら の民族学者であ る

が,と りわ けシュテル ンベルグ は ピウスッキとほぼ同 じ時期 に サハ リンで流刑生 活

をお くり,現 地で何度 も会 って話 した問 が らであった。 その ほか ク レメ ンツ 双.A.

KπeMeHUと い う民族学者 は ヨヘル ソン,ボ ゴ ラズ その他多 くの研究者 を世 に出す う

えで大 きな貢献 を した。

 ロ シァの民族学史をながめ るとき,ナ ロー ドニキの革命運動出身 の人 々の多いのに

驚 かされ る。 当時,シ ベ リアの少数民族 の民族学的研究が ほとん ど手つ かずのまま残

されて いた とい う状況 もあ るであろうが,こ れは実 に興味深い現象 である。 ロマ ンチ

ックで ヒューマニズ ムにあふれたナ ロー ドニキの思想 とい うものの特殊性によ るもの

か,そ れ とも流刑 に処せ られた人 々が自分た ちのみ じめな運命 を原住民の悲惨 な生 活

*相 愛大学入文学部 本館名誉教授
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に重ね合わせ,そ こか らヒューマニズム的パ トスを汲み とったか らか,お そらく私 は

その両方であろ うと考え るものであ る。

 ボ ゴラズ とシュテル ンベルグ は現在 のソ連で も,ロ シァ ・ソビエ ト民族学の 「クラ

シ ック」であるといわれ る。私は ここで ヨヘル ソンを含めて4人 の人物の略伝 を紹介

し,民 族学 におけ る 「ロシア学派」の源流につ いて考えて みた いと思 う。

2. ド ミ ト リ ・ ア レ ク サ ン ド ロ ヴ ィ ッ チ ・ ク レ メ ン ツ

   πMHTpH員AJIeKcaH双poBHq KハeMeHU

 ク レメ ンッはナ ロー ドニキ革命運動出身の学者,探 検家,作 家 として知 られ る。 ク

レメンツは流刑人出身のシベ リア民族学研究者 と しては最年長 であ った。1848年,サ

マ ラ県 ゴ リャニノワ村 に生 まれ,は じめカザ ン大 学,つ いでペテルブルグ大学 に学ん

だが,学 生の革命運 動に加 わったた めに,大 学 は中退 に終 った。1872年,ペ テルブル

グでナロー ドニ キの 「チ ャイコフツィLlatiKOBUbl」 グ ループ に加わ り,何 度 か非合法

で外 国に出,ラ ヴ ロフn.JI・naBPOBの 主 宰す る 『フペ リョドBnepen』 そ の他のナ

ロー ドニキ的雑誌 の同人 として活躍 した。 「チ ャイコフッィ」 グループは1869年 ペ テ

ルブルグでチ ャイ コフスキーH.B.1-latiKoBcKHtiと ナ タ ンソ ンM. A. HaTaHcoHら

を 中心 に結成された もので,ナ ロー ドニキの理論家 ラヴロフの思想 に基 づいた もので

あった。 ラヴ ロフは,革 命 のために は時間 をかけて農民層 を意識変革 する必要がある,

そのた めには,青 年た ちが長期 にわた って農村 に滞在 し,熱 心 に 「社会革命」COUMa-

nbHa∬peBonlOUMfiの 必 要性 を説 くべ きであると力説 した。 ラヴロフによれば,歴 史

の原動力 は 「批判的 に思考す る個人」KpHTvaqecKH Mblcnfl[llafl nMqHocTbで あ って,

階 級闘争ではない。 したが って学生運動や労働者 のス トライ キ,ツ ァー リ政府 に対 す

る抗議運動などは,革 命運動 にとって有害無益 であるとい う。 この考 え方 はまもな く

両極 に分化 した。1つ は穏和な 自由主義的方向,も う1つ は個人 的テ ロの方向である。

さて,ク レメンツは1878年 頃 ナ ロー ドニキの代表的団体 『土地 と自由』3eM朋HBo朋

の 創設者のひと りとなり,そ の機関誌 の発行にたず さわ ったが,1879年 逮 捕 され,南

シベ リアの ミヌ シンスクに行政追放 された。 ここで彼 は,マ ルチヤノブH.M. Map・

TbfiHOBと い う人 の努力 で 開設 された ばか りの ミヌシンス ク博物館 の収蔵品の整理 を

引受け 『ミヌシ ンス ク博物 館 の 古代遺物』 双peBHocTH MHHycMHcKoro My3eHと 題

す るカタ ログをつ くり,1886年 に トムス クで刊行 された。彼 はそれまで考古学の しろ

うとであったが,本 書 は ロシア内外で大 きな反響を もた らした。 また,ミ ヌシンスク
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か ら各地 へ旅行 して旅行記 を発表 した。 その後 トムス クへ移 り 「シベ リア新聞」の編

集陣 に加わ り,「 ヌルガ リ」 というペ ンネームで小品を書いた。 ここで もい くつかの

旅行記 を書いたが,1890年 に は 「ミヌシンスク地方原住民の手太鼓」 と題す る民族学

的論文 を発表 した。数度のモ ンゴル旅行の後,1891年 に は著名なチュルク学者の ラ ド

ロフB.B. PaAJIOBを 長 とするロシア科学 アカデ ミー ・オルホ ン調査 団に加わ った。

これはヤ ドリンツェフSII(PMHqeBに よ って発見 されたハ ラバ ルガス ン,カ ラコルム

の調査 を目的 とした ものであ ったが,彼 はこの とき精細な 日記をつけ,1898年 に刊行

された。

 1892年 イル クーックに移 り,ロ シア地理学会東部 シベ リア支部で研究 す る 一 方,

『東方評論』の編集 に加わ った。 ロシア地理学協会東部 シベ リア支部 では著名な探検

家ポターニ ンr.H. rloTaHHHが1887年 か ら90年 ま で責任者 と して働 き,活 動 はたい

へん活発であ った。 ク レメンッは2年 間の北部 モ ンゴルの ウルガか らコブ ドへの調査

旅行 を行 なった。

 ク レメ ンッがヤクーチヤ調査 団を組織 したのは この頃であ る。彼は多 くの人か ら好

かれ る性格の人で,民 間の資産家たちから絶大 な信頼 を得,そ の資金 を学術調査 に引

き入 れる能力を もって いた。1890年 代 のはじめ,彼 はイル クーツクの富豪 シビ リヤ コ

フV4・. M. CH6HP服OBの 資 金 によって,シ ベ リアに追放 された政治犯 を動員 してヤ ク

ーチヤ調査団を編成 したので ある。S ・Eコ ワ リクC.Φ. KOBapvaK,1.1.マ イ ノブ

14.H. MailHoB, V・1・ ヨヘル ソン, E, K・ ペ カルスキー ∂. K. neKapcK雌, S. V.ヤ

ス トレムスキーC.B. fAcTpeMcKlith, V.ボ ゴ ラズ ら,シ ベ リア の 民族 と言語の研究

にす ぐれた業績 を残 した人 々は,こ の調査団か ら出発 した ので ある。1895年 か ら約3

年 間の調査 であった。 この調査団を組織 した クレメンツの業績 は極めて大 きいと言 う

べ きであ る。 また クレメ ンッは1893～98年 間 のモ ンゴル調査での地質調査を行な った。

この関係の論文で は,「 ミヌシ ンス ク地方 とアチ ンス ク地方 の塩湖 と エニセイ川上流

部デボ ン紀地質 について」 と題す る論文があ る。

 1901年 の初 め,彼 はペテル ブルグに出来た民族学博物館 の創設 に招かれ,そ の初代

館長 とな った。1904年 山地 アルタイのカ トゥニ川,チ ュイスキー地方を調査,1898年,

科 学 アカデ ミーの トゥルフ ァン調査団の団長 となり,そ の成果 は 『トゥル ファンとそ

の遺物』(Turfan und seine Atterthumer)(1899年 刊)と してまとめ られ,そ の後 の 国

際的研究熱のきっかけをつ くった。 このほか遊牧民 に関す る評論,シ ベ リアの住民 に

つ いての論文 などがある。

 1910年 病 いのため引退 し,モ ス クワに移 って,1910～11年 雑 誌 『ルスキエ ・ヴェ ド
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モ スチ』 に回想録を発表 した。1914年1月8日,肺 炎 のために66歳 でモス クワで亡 く

な った。

3. ウ ラ ジ ミル ・ イ リ イ チ ・ ヨ ヘ ル ソ ン

   BJIa双HMHpレIJIbHq HoxeJlbcoH

 こ の人物 は北 東ア ジァのユカギール,ア レウ ト,イ テ リメ ン,コ リヤク,ヤ クー ト

などの研究者 として知 られて いる。 とりわけユカギル族 につ いての大著 はユニークで

ある。 ヨヘルソ ンは1855年1月14日,ヴ ィルノBHnbHOの 古 いユダヤ人 の家庭 に生

まれた。 ク レメツ ッよ り7歳 下,セ ロシェフス キーB.Cepo田eBcK哺 よ り3歳 上,

シ ュテル ンベルグよりも6歳 上,ボ ゴ ラズ よりも10歳 上,ピ ウス ツキよ りも12歳 上 とい

うことにな る。 家庭 ではきび しい教育を受 け,は じめユダヤ教の神学校PaBBHHCKoe

yqanHmeに 入 った。 ここで もナロー ドニキのサ ークルがで きたが,そ れ は思想的 に

n.JI.ラ ヴ ロフ(1823--1900)に 近 かった。 ヨヘル ソンはこのサークルで は じめて ナ

ロー ドニキ運動を知 り,ズ ンデ レヴィ ッチA.M.3yHneneBHqと 知 り合 った。

 1873年 彼 はウィルノの実科学校Pea"bHoe yqHaMuUeに 入 った。1875年 ナ ロー ドニ

キのサークルが壊滅 した とき,彼 は ドイ ツにのがれ,76年 夏 までベル リンで仕 上げ工

として働 きなが ら,講 演会 や講習会 に参加 して勉強 した。 この頃,若 きベル ンシュタ

ィ ン,カ ウッキーらに も出会 った。 ドィッでは,当 時 はまだ,社 会主義者を弾圧す る

ビスマル クの法律 は公布 されて いなか った。

 1876年,彼 は非合法 で国境 を越え,キ エフ経由 クレメ ンチュグに着 き,若 者 たちの

間で宣伝活動を行 なった。 しか しサークルが発覚 し,77年 再 び国境 を越 えて ベル リン

にお もむいた。 同 じ年 ベル リンか らモス クワに至 り,「 土地 と自由」派 の非合法 出版

物の運搬者の役割 を果た した。1878年 に は憲兵長官 メゼ ンッォフMe3eHllOB暗 殺 の

テロ集団に加 わったが,ま もな くテ ロ活動 に 疑問を感 じ,「 人民 の中へB HaPOA」

を 実践す るためにキエフ付近 の農村 に入 った。

 1879年 夏,彼 は 「人民の意志HapoAHafl BonH」 派 に籍 を お き,「 パスポ ー ト係

nacnopTHbrk cTon!を つ とあた。 この頃,ズ ンデ レヴィッチと親交を結び,深 い影

響を うけた。1879年 末 彼 はペテルブル グのゴ ロホヴォイ通 りにあった 「人民の意志 」

派の最強の アジ トの責任者 とな った。そ して仲間た ちをか くまった り,外 国へ脱出 さ

せた り,執 行委員会 との連絡 をとった りした。著名な革命家 ガル トマ ンとも交友 し,

エ ンゲルス ともロン ドンで知 り合 った。1879～1880年 の冬 の頃 について,後 年彼 はつ
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ぎのように回想 して いる。

 „ß  áûë â áëèçêîì îáùåíèè ñ ëó÷øèìè ëþäüìè áóðíîé ðåâîëþöèîííîé 

ýïîõè ß íàõîäèëñÿ óæå, ìîæíî ñêàçàòü, íà òîé ñòîðîíå òóðãåíåâñêîãî 

 ;,ïîðîãà” çà êîòîðûì ïîãèáëè ïî÷òè âñå, êîãî ÿ òîãäà çíàë. Òîëüêî íåìíîãèå 

èç íèõ ïîñëå äîëãèõ ëåò èñïûòàíèé ñíîâà âåðíóëèñü ê æèçíè. Íî ëåòîì 

1880 ã. ÿ  âûøåë èç ñòàíà îáðå÷åííûõ è óåõàë çà  ãðàíèöó. Ýòîò óõîä ñ ïîëÿ 

áèòâû îñòàâèë ñëåä íà âñþ ìîþ ïîñëåäóþùóþ æèçíü. Â ïÿòèëåòíåé  ýìíã-

ðàöèè, òðåõëåòíåì çàêëþ÷åíèè è äåñÿòèëåòíåé ññûëêå, à çàòåì â âîëüíûõ 

ïóòåøåñòâèÿõ è ñðåäè íàó÷íûõ çàíÿòèé, ÿ íå íàõîäèë íè ïîëíîãî óäîâëåòâ-

îðåíèÿ, íè äîëæíîãî ïîêîÿ. È òåïåðü, íà ñòàðîñòè ëåò, êîãäà ïîä âëèÿíèåì 

æèçíåííîãî îïûòà è êðèòèêè âñå ïðîøëîå óæå ïðåäñòàâëÿåòñÿ â íåñêîëüêî 

èíîì ñâåòå, ÿ âñå åùå â âèäå óêîðà  âèæó ïåðåä ñîáîé âëàñòíóþ ôèãóðó 

 Æåëÿáîâà,  ñëûøó êîìàíäíûå ñëîâà Àëåêñàíäðà Ìèõàéëîâà è ÷óâñòâóþ  ÿñíûé, 

ñâåòëûé âçãëÿä Ïåðîâñêîé."

 「私 は当時,沸 きたつよ うな革命時代 のす ぐれた人物た ちと親 しくつ き合 って いた。

……私はその頃,ッ ルゲ ネフの言 う 「閾」の向 こう側 に立 っていた。当時私が知 って

いた ほとんどすべての人 たちは,こ の閾の向 こう側で死んだ。ほんのわずかな人 たち

が長年にわたる試練の後,い のちの側 〔閾の こち ら側〕へ もどったので ある。1880年

夏,私 は破滅 の陣営か ら抜 け出て外国べ去 った。 これは言わば戦線離脱であ ったが,

この ことはその後の私の全人生 に深 い痕跡を残 した。 それか らの5年 間の亡命生活,

3年 間の監獄生活,10年 間 の流刑生活,そ の後 の自由な旅行 と研究生活 を通 じて,私

は充分満足 したことも,し か るべ く落着いた こともなかった。今や私 は,老 年 にな っ

て,人 生経験 と批判の影響を うけて,一 切の過去はいささかちが うよ うに見えて きた

が,し か しなお,叱 責の形で自分 の前 に力強い ジェ リャボブの姿を見,ア レクサ ンド

ル ・ミハイ ロフの命令調の言葉 を きき,ソ フィヤ ・ペ ロフスカヤ ・C.flePOBCKaflの

澄 んだ明 るい目なざ しを感 じるので ある」[皿ABPOB 1935:7]。

 ジ ェ リャボ ブ>Kenfi60B(1851-1881)と は言 うまで もな く 「人民の意志」派 の最

高指導者(テ ロ リス ト)の ひ とりであり,1881年3月1日 の皇帝 ア レクサ ン ドル2世

暗殺のオルガナイザ ーのひとりであ った。4月3日,仲 間 ととも に死刑に処せ られた

人物であ る。また ミハ イロフA.MnxaimOBも 「人民の意志 」の最高幹部・のひ とりで
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あ り,1882年 ペ トu7xeウ ロスクの独房で死んだ。 ペロフスカヤ(1853～1881)は,ナ

ロー ドニキ運動の一 線に立 ち,後 にさきにのべた ジェ リャボ ブの妻 となった人で,皇

帝暗殺事件で絞首刑 に処せ られた。 政治犯 と して 処刑 された ロシァ最初 の 女性であ

った。 ヨヘルソ ンは しか し,国 外 に出てか らも 「人民の意志」派 との関係を絶たず,

83--85年 は ジュネーブで 「ウェスニク ・ナロー ドノイ ・ヴォー リBecTHHK HapoAHoVa

Bonn」 の印刷所を主 宰 した。

 1885年 末,ヨ ヘル ソンは亡命生活 にあ きて ロシァに帰 る決心を した。彼はそれ まで

多 くの人 々の脱出を手 つだ った国境通過のベテ ランで あったが,う かつ にも今度 は自

分が逮捕 されて しま った。彼 はペテルブルグに連行 され,ペ トロパ ウロフス ク要塞 に

2年 間収監 された後,10年 間 のシベ リア流刑 に処せ られた。彼 はコ リマ川のス レドネ

・コ リムスクCpeAHeKonbMCKの 近 くで くらしたが
,条 件 は他 の流刑囚 よりもきび

しか った。

.1894年,か つて革命 運動 の初 めの頃知 りあ って いたD・ クレメ ンツが当時,ロ シア

地理学協会東部 シベ リア支部 の責任者であ った。 ク レメ ンッは流刑 囚を使 って民族調

査す ることを計画 し,ヨ ヘル ソン,ペ カルスキー,マ イノブ,ボ ゴ ラズ,ヤ ス トレム

ス キー,コ ワリク らを招 いて2年 間(1895-1897)調 査 した。 クレメ ンツの この事業

は,多 くのす ぐれた才能を開発 した画期的の ものであ った と言え る。 クレメンツ とい

う人物 がいなか った ら多 くのナ ロー ドニキ出身民族学者 は世 に出 られなかったであろ

う。 ヨヘルソ ンはこの ときそれまで死滅 した と考 え られていたユカギル族の調査を し

た。ユカギル語の コ リマ方 言 とツ ン ドラ方言9000語 を集 め,50編 の 口論伝承を採 集 し

た。ユカギル族の民族学 的調査の成果 は 『ヤサチナヤ川 とコル コ ドン 川 に沿 って』

(no peKaM SlcaqHoVa li KopKonoHy, Cn6.,1898年)と して刊行 された。 これ はヨヘ

ルソンの研究者 と しての輝 か しい出発を意味 したのであ る。 ときに,ヨ ヘルソン43歳

であ った。

 彼 は学問研究の魅力 にとりつかれた。1898年 い ったん ペテル ブルグに帰 り,ア カデ

ミー会員 で著名なチ ュル ク学者 ラ ドルフの推 ばんによって,ボ ゴラズ とともにジェサ

プ調査団(The Jesup North Pacific Expedition)の 一 員 に加 え られ,コ リヤ ク族 と

ユカギル族 の調査 を依嘱 された。 これはその後の ヨヘル ソンの運命を変 えたのであ る。

彼 は40歳 をすぎて結婚 した妻 ヨヘルソ ンニプ ロ ドス カヤ 双.JI.1・loxenbcoH-BpoムcKafl

と と もに調査 をつづけたが,こ のときにも多 くの蝋管 による録音がな された。彼の班

はベル リン,ア ン トワープ,ニ ューヨーク,サ ンフランシス コ,横 浜,ウ ラジボス ト
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クを経由 して,1900年 夏 カムチ ャッカ半島のギジガに着いた。1902年 までの フィール

ドでぽ う大 な資料 が集め られ,総 括 され,The Koryak(2巻), The Yukaghir and

the Yukaghirized Tungus(3巻)と して刊行 された。研究者 としての ヨヘル ソンの

名声 はこれによ って決定的 とな った。 彼は当時,主 と して ドイツとスイスに住 んだ。

モス クワの富豪 リャブ シンスキーPfi6yLIIHH CKHvaは カ ムチ ャッカ調査団を計画 し,ヨ

ヘル ソンはア レウ ト族の調査 を依嘱された。彼 はこれに応 じ,1908年 春 か ら1911年 秋

まで3年 半 にわた って調査 し,そ の間ア レウ ト語の単語5000語,神 話150編 の テキス

トを筆記 し,イ テ リメ ン語 について も多 くの資料を採集 した。 まず言語 か ら入 るとい

う方法 はボ ゴラズ,シ ュテル ンベルグその他みな同 じであった。1912～22年 間,ヨ ヘ

ル ソンはは じめ外国,そ の後一時 レニ ング ラー ドの人類学 ・民族学博物館 で研究 した。

1922年 以 後 は,ソ 連 科学 アカデ ミーによる出張を機会 にニュー ヨークに永住,1937年

11月2日 そこで死亡 した。

4. ウ ラ ジ ミル ・ゲ ル マ ノ ヴ ィ ッ チ ・ボ ゴ ラ ズ

   BJIaムHMHp repMaHoBHq Boropa3

 ふ つ う作家 と して タン ・ボゴ ラズTaH-Boropa3と もよばれてい る。 民族学者 とし

て は,チ ュクチ族 の研究者 と して不朽の業績を残 した人物で ある。 ボ ゴラズHaTaH

MeHAeneB四 は1865年4月15日,ヴ ォ リンスク県 オヴルチOBpyq(今 は ジ トミル県)

の ユダヤ人 の家庭 に生まれた。1885年 までの名前 はナタ ン ・メンデ レヴ ィッチHaTaH

MeHAeneBvaq Boropa3で あ ったが,そ の年彼 はユダヤ教徒 か らロシア正教 に改宗 し,

ウ ラジ ミル ・ゲ ルマ ノヴィッチと名の った。 ペ ンネームの タ ンは 旧名 のナタ ンか ら

「ナ」をのぞいた ものであ る。 幼い とき一家 はタガ ンログに移 り,1872年,8歳 の と

きタガ ンログのギムナ ジウムに入 った。タガ ンログは南 ロシアの ドン河 口に近 いアゾ

フ海岸 の町 である。当時学校 はたいへん きび しく,彼 自身の回想によれば,一 種の 「矯

正大隊1・lcnpaBmenbBbrk 6aTaJiboH」 の ようであった。 この頃 ボ ゴラズ は5歳 上の

姉 プ ラスコヴィエ ・ボゴ ラズnpacKoBbe 60ropa3か ら深い影響を うけた。 彼女 はペ

テルブルグの女子専 門学校在学中,革 命的 ナロー ドニキの組織で ある 「土地 と自由」

(1876年 結 成)に 参加 し,こ の組織が活動をやめた1879年 秋 には 「ナ ロー ドナヤ ・ヴ

ォー リャHaPOAHafi BOAH」(人 民の意志)の 一員 として,ペ テルブルグの非合法印

刷所で働 いた。1878年 春,彼 女 は春休 みの とき両親の もとに帰 り,熱 情を こめてナロ

ー ドニ キの思 想を語 った
。 またAeテ ルブル グか ら非合法 出版 の詩集(お そ ら くは1877
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年 ジュネーブで出版 された 『鉄格子の中か ら1・13-3a peUleTKH」)を 持 ち帰 ってナタン

に見せた。ナタ ンは これ によって深 い感銘を うけた。

 1880年 春,15歳 で タガ ンログのギムナジゥムを卒業,姉 とともにペ テルブルグへ 出,

そ の秋 ペテル ブル グ大学 の物理数学科に入 り,1年 後法学部経済学科 に移 った。

 ボ ゴラズ は入学直後 か ら学生運動に加わ り,マ ルクスの 「資本論」輪読会(1880年

結成)に 加わ り,学 生 のナロー ドニキ ・サークル(1880年 末 か ら1881年 にかけて形成)

に参加 した。 その 中心的人物 はA.ジ ェ リャボ ブとS.ペ ロフスカヤであった。 この と

きボゴ ラズはヤクボ フス キー とレフ ・シュテル ンベルグ とともに学生グループの り一

ダーのひ とりとな った。

 1881年3月1日,ナ ロー ドニキの投げた爆弾 によって皇帝 ア レクサ ンドル2世 が殺

害 され,き び しい弾圧の時代がは じまった。主謀者 たちは処刑 されたが,16歳 に なっ

たばか りのボゴ ラズ,シ ュテル ンベル グを含む学生た ちの意気 はなお さかんであった。

 1882年11月,ボ ゴ ラズ は当局 に逮捕 され,直 ちに大学か ら追放 され,警 察の監視 の

もとに南 ロシアの ロス トフ ・ナ ・ドンに追放された。1カ 月後 タガ ンログへ移された

が,83年 初 頭ナ ロー ドニキのサ ークルがつ くられ,ボ ゴラズ はここで経済,社 会,歴

史 の講義 を した。 しか し83年6月17日 彼 は再逮捕,翌 年3月 末までタガ ンログの監獄

に入 り,つ づ いて85年3月 まで当局 の監察下 におかれた。

 そ の期間が終 った後,タ ガ ンログに帰 ったボ ゴラズはさ らに運動を はじめ,1885年

5月B.オ ル ジフとい う仲間 と知 りあい,ノ ボチ ェルカ ッスクにあ ったナロー ドニキ

の南 ロシァ ・グループに参加 した。 シュテル ンベルグ も同 じであ った。 しか しナロー

ドニ キ運 動はすで に凋落期を迎 えていた。 ヴェ ラ ・フィグネルは1883年2月,ゲ ルマ

ン ・ロパ チ ンは1884年 秋 に逮捕 された。ボゴ ラズ らはこの運動 の復興 に全 力をつ くし

た。1885年7月 ウ ラジ ミル ・ゲ ルマノ ヴィッチと改名,そ の秋 か ら完全 な非合法活動

に入 り,橋 の下 に寝た り した。

 南 ロシア ・グループの集会が開かれ,「 人民の意志」のパ ンフ レッ トが編集された。

ボゴラズ はその11-12号 に論文 と詩を発表 した。

 1886年1月23日,地 下 出版所の印刷工 は逮捕,2月22日 仲 間のオルジフ逮捕 。ボゴ

ラズ はモ スクワと合流 して積極的活動 をは じめたが,1886年12.月9日 逮捕 された。12

月13日 ペ テル ブルグのペ トロパ ウロフスク要塞 へ連行,1年 半の間独房 に入れ られた。

 1888年11月2日 の勅令 によって東部 シベ リアへ10年 間の流刑が確定 し,1889年5.月,

流刑 囚の隊列 に加え られて 出発,3カ 月後 コ リマ河岸 のス レドネ ・コ リムスクに着 い

た。 ときにボ ゴラズ,24歳 で あ った。
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 現 地 に約50人 の政治犯流刑 囚がいたが,大 半 は若 く,わ りあい自由に行動す ること

がで き,調 査活動 もすることができた。彼はその調査活動 を最後のナ ロー ドニ キにあ

たえ られた 「時代の社会的任務 」CoUHanbHoe 3aZLaHvae gnoxHと して自覚す るよ う

にな った。現地 には16～17世 紀 以来の ロシア人や ウクライナ人 もいた。 ボゴラズ は彼

らの生活 の調査 をは じめた。1894年6.月 に は地理学協会東部 シベ リア支部の学術調査

団への参加 を許 され,1897年 まで3年 間チ ュクチ族や ラムー ト(エ ヴェン)族 の生活

を調査 した。

 彼 はまずチ ュクチ,ラ ムー ト,エ スキモーの言葉 をおぼえ,そ の言語で民話や伝承

の記録 をは じめた。筆記 にはす ぐに氷結 す るイ ンキの代 りに トナカイの血を利用 した。

調査結果 は東部 シベ リア支部へ提 出されたが,特 別 の委員会 によ ってそのす ぐれた価

値がみとめ られ,残 った刑期をイルクーツクです ごせ るよ うに配慮された(1898年9

月25日)。 ここで チュクチ族の調査資料 が整理 され,そ の成果 が くKpaTKzfi oqepK 06

HccJleJloBaHHu qyKoq Ko,πbMcKoro Kpafi>(レ13BecTHH BocToqHo-CH6HpcKoro oT双e一

凋eH朋PyccKoro reorpaΦ.06皿ecTBa, T.30, HpKyTcK,1899)と して刊行 された。

これが研究者ボ ゴラズの出発であった。

 1898年11月2日 を もって ボゴラズの流刑期限 が切れ,あ る程度の 自由を得た。地理

学協会副総裁 の熱心な努 力によって,1899年1月,ボ ゴラズ は収集 した資料を科学 ア

カデ ミーに提 出す るとい う名目を もってペテルブルグ入 りを認 め られ,5月7日 地理

学協会の集会で 「コ リマ川の ロシァ人」 とい う題 で報告 した。 この ときボゴラズ34歳

で あった。 これ も1899年,雑 誌 「ジズニ」(6巻)に 発表された。

 一 方,ボ ゴラズは革命的 ナロー ドニ キの詩人 として出発 し,シ ベ リア流刑中 はチ ュ

クチ族の生活を取材 した小説を書 いた。またペテルブルグ移住後 もい くつかの作品を

発 表 した。1899年5月27日,マ ル クス主義者 とナロー ドニ キによ るプーシキン100年

祭 りでは,ボ ゴラズ は,「 ノーボエ ・ヴ レミャ」のグループに反対 して 「ペ ンの強盗

た ちへ」Pa360伽HKaM nepaと 題 す る自詩 を朗読 した。 ボゴ ラズの首都追放 が 日程

にのぼ って いた。

 1899年 夏,ロ シア科学アカデ ミー とアメ リカの自然科学博物館 の協力 によるジェサ

ップ記念北太平洋調査団が結成 され,ボ ゴ ラズは ラ ドロフ らの推 ばん によって,こ れ

に招かれた。 その年の11月,ボ ゴラズ はベル リン,パ リ,ロ ンドンを経 由 してア メ リ

カに向 い,1900年 の は じめニ ュー ヨークについた。 そ こか ら,ヤ クーック流刑の とき

の仲間 ヨヘル ソンとともにサ ンフランシスコに向い,さ らにウラジボス トク,ペ トロ

パ ウロフスクを経 由 して,1900年7月4日 アナデ ィル に着 いた。 それか ら1901年 秋 ま
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で カ ムチ ャッカ,チ ュコー ト半 島のチュクチ,エ スキモー,コ リヤ ク,カ ムチャダル

な どの民族の集落を訪 れ,ロ ー レンス島へ も旅行 した。蝋管 によるフォークロア資料

の収 集 もなされ,後 年 これに基 づいて比較文法 や辞典が刊行 された。1901年 末 ペテル

ブルグに立寄 り,1902年2 .月再 び アメ リカに向か った。

 ニ ュ・一一ヨークで,1902年 秋 まで収集資料を整理 し,英 語で4巻 で刊行 された。 うち

1巻 は著者 自身の訳 によって,革 命後 ロシア語で刊行 された。 これによ って,ボ ゴラ

ズ は世界の第1級 の民族学者 としての評価を得た。

 1903年 秋 か ら,ち ょうど1年 間ボゴ ラズ はカナダ,パ リ,イ タ リアなどを旅行 した。

多 くの旅行記 を書 いたが,中 には 「日本 にて」, 「満州路をゆ く」 もある。 これ は著

者が1901年 ア ナデ ィルか らカムチ ャッカ,日 本を経 由 してペテルブルグにお もむ いた

ときの紀行 である。 また アメ リカ在住 のロシア人 を題材 にした作 品 も多数発表 した。

アメ リカ式 の生活様式 には,ど ちらか と言えば,批 判的であ った。

 1904年10月,ボ ゴ ラズは ロシアに帰 り,ペ テルブルグに住 んだ。39歳 で あった。当

時 日本 との戦争の最中であ り,国 内は騒然 と していた。1905年3月4日,彼 はヤスナ

ヤ ・ポ リャナを訪 れ,レ フ ・トルス トイに面会 した。彼 は作家活 動はつづ けたが,ボ

リシェビキはむ ろんの こと一切 の政党 に属さなかった。1908年 夏 以後,彼 はロシアの

国内旅行 に出か け,旅 行記 を発表 した。1914年,第1次 大戦が は じま ると,衛 生部

隊の1員 と して前線 にお もむ き,新 聞のために,戦 争肯定の立場 で通信を書いた。 こ

れについて は,晩 年後悔 して いるようであ る。彼 は自伝の中で,自 分 自身 について,

い くらか 自嘲的につ ぎの よ うに言 ってい る。 「革命家だ った。 それか ら小説家,あ く

ことを知 らぬ芸術家,世 界市 民,愛 国者,つ いには,小 心 な俗 物 とな った」Bbπ

peBonH)UHoHep, noToM 6e・πノ疋eTpHcT, HeHacblTHblA xyno>KHI!K, BceMHpHblti rpa》KAa-

HHH H cTaハnaTpHoT, MaπoAylllHblti 06blBaTenb[K瑚EmoBA 1975:108]。 しか し研

究 によれば,彼 の レポー トには反戦的な部分 もあ ったが,そ れ は検閲で 「没」 にされ

たといわれ る。

 革 命後 は シュテル ンベルグ とともに レニ ングラー ドの人類学 ・民族学博物館,レ ニ

ングラー ド大学,科 学アカデ ミー付属宗教史博物館などで後進の指導 にあたる一方 ,

作 家活動をつづ けた。 またチ ュクチ語 のためのアルフ ァベ ッ ト,教 科書 などをつ くっ

た。

 ボ ゴラズは1936年5月10日,レ ニ ング ラー ドか らロス トフ ・ナ ・ドンへ向か う車中

で死 んだ。71歳 であ った。
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5. レ フ ・ヤ コ ヴ レ ヴ ィ ッチ ・シ ュ テル ン ベル グ

  neB fiKoBneBu9田TepH6epr

 ソ連 民族学の 「クラシ ック」のひ とりシュテル ンベルグは,1861年4月21日(新 暦

5月4日 。3日 とす る文 献 もある),今 の ウク ライナ共和国西北部 にあるジ トミルの

ユダヤ人の家庭 に生 まれた。 この年 は,ロ シアにおいていわゆ るナロー ドニキ組織 が

誕生 した記念すべ き年であ る。 すなわ ち 「民衆の中へ」をス ローガ ンに したザ イチネ

フスキーn.r.3avaqHeBcKHtiと ア グ リロプ ロH.∂. ArpHpony」loの グループがモス

クワで結成され,ナ ロー ドニ キ思想の基本命題(ロ シアは西欧 とは異な る発展 をす る,

農 村共同体はロシアが社会主 義にいた るうえで経済的,政 治的基盤 とな り得る)を も

りこんだ 「若 き世代へ」 と題 する宣言が発 表されたのであ る。

 シュテル ンベルグ は1881年 ジ トミル>KMTOMHPの ギムナジウムを卒業 した が,こ

の年 の3月1日,ナ ロー ドニ キの 「人民の意志」派 のひとりグ リネヴェツキーの投 げ

た爆弾 によって,皇 帝 ア レクサ ン ドル2世 がペテルブルグで暗殺 された。ナロー ドニ

キのテロ集団は これ をきっかけ にして民衆が蜂起す る もの と期待 した が,な んの大衆

蜂起 も起 こ らず,逆 に多 くの中心人物が逮捕され,組 織 は崩壊 に頻 した。殺された皇

帝 の後 にはア レクサ ンドル3世 が即位 した。

 シュテル ンベルグは1881年 秋,ペ テル ブルグ大学 の物理数学科 に入学 したが,学 生

の騒動 に加わ って逮捕 され,退 学処分を受 け,首 都 への立 ち入 りを禁止 された。彼 は

い ったん郷里のジ トミルへ帰 り,1883年 オ デ ッサのノボロシース ク大学の法学部 に専

入学 した。 ここで彼 は,当 局の弾圧によって壊滅 したナロー ドニ キの 「人民の意志」『

派 の再建 にの り出 し,1883年 じ ゅうに,オ デ ッサに非合法の地下組織 をつ くった。 こ

れにH・ フメ レフッェフ,H・ スヴォロフ, B・ ボ ゴラズ ら多 くの青年た ちが参加 し

た。 またこの組織 はJI・ コガ ンーベル ンシュテイ ン, B・ オ ル ジフ, B・ ブ ラジニコ

フ,A・ シェフテル, A・ マ カ レフスキー, A・ ガ ウスマ ン, M・ ク ロリらの有力な

革命家た ち,お よび他の諸都市 のナ ロー ドニ キ組織 と連絡を とった。

 1884年10月,『 資本論』 の 最 初 の ロシア語訳 で 知 られ る革 命 家 ロパテ ィンr.A.

JlonaTHH(1845-1918)(彼 も 当時 「人民 の意志」派の再建 に努力 していた)が 逮捕 さ

れて後,ツ ァー リ政府 の弾圧 はいっそ うきび しさを増 した。 「しか しレフ 〔シュテル

ンベルグの こと〕 は くじけなか った。彼 は崩壊 した組織 を建てなおそ うと全力をつ く

した」 と友人のM・ ク ロ リは書 いて いる[CEHqEHKO 1963:59]。 彼 は こあ 目 的 を

もって,ナ ロー ドニキの地下組織 の残 っているい くつかの都市 を旅行 した。 その結
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果,1885年9月,シ ュテル ンベルグ とブ ラジニコフ の 主導下 にエカチ ェリノス ラワ

で地下 の大会が開かれ,「 人民の意志 」派 の南部 グル ープの執行委員会 が結成 された。

これにはシュテル ンベルグ,オ ル ジフ,ボ ゴ ラズ(後 の民族学者)ら が名をつ らねた。

しか し 「人民の意志」 の組織 は長 くっつかなかった。 ロパーテ ィンの仲間 のひ とりセ

ルゲ イ ・イワノ ブが逮捕 され,暗 号で書 かれた革命運動家たちの名簿が当局の手中 に

入 り,そ の追求がは じまった。 シュテルベルグ も指名手配のひ とりであ った。1886年

4月27日 彼 は逮 捕され,約3年 間オデ ッサの中央監獄 に監禁されたイワノ ブの メモに

関連 して取調べを うけた。

 彼 が監獄 に入 っている間 に,ペ テルブルグで は別の大事件 が起 こった。すなわ ち,

1887年3月1日,「 人民の意志」グループによるア レクサ ンドル2世 暗殺 の6周 年 目の

記念 日,ネ フスキー大通 りで皇帝 アレクサ ン ドル3世 暗殺未遂事件が勃発 したのであ

る。 これ もまた 「人民 の意志」グループのテロ集団であ ったが,首 謀者のひ とりは レ

ーニ ンの長兄 ウ リヤノブA ,M. Ynb朋OBで あ った。 この事件 に関連 して74人 が逮捕

されたが,中 にはレーニ ンの姉 ア ンナ ・ウ リヤノワ も含 まれていた。15人 の 革命家

(う ち女性3人)が 死刑を宣告 されたが,執 行 されたのはウ リヤ ノブ以下5人 で,1887

年5月8日,シ ュレッセ リブルグ要塞 の庭 で絞首刑 に処せ られた。 ピウス ツキ(後 の

ギ リヤ クお よびサハ リン ・アイヌ研究家)も この事件 に関係 して,は じめ死刑,そ の

後特赦 によって15年 のサハ リン流刑 に処せ られた。

 シ ュテル ンベルグは1888年11月 オ デ ッサで裁判 にかか り,10年 間 サハ リンへ行政追

放の処分を うけ,1889年3月30日,義 勇船隊の 「ペ テル ブルグ」号でオデ ッサ港 を出

航,約2カ 月半後 の5月19日,サ ハ リンのア レクサ ンドロフス ク港 に着 いた。

 シ ュテル ンベルグの ような行 政的追放処分の政治犯 は苦役を課せ られ る徒刑囚 とは

ちが って,強 制労働 をまぬがれた。行政 的に追放 された人たち も,囚 人ではあったが,

当局の許可を得て自分 のために働いた り,サ ハ リン島のなん らかの企業 に自由にや と

われ ることがで きた。彼 らは行政当局 の きび しい監視の もとで,住 居 も民間か ら間借

りす ることを許された。

 シュテル ンベルグは1889年5.月 ア レクサ ン ドロフスクの農民のフ ァイ ンベルグ,つ

いで刑期明けの移住者 シュヴェッォフの家 に住 み,そ の都市の同 じく 「人民の意志」

出身のブ ラジニ コフとともに,12月 か らヴ ォリノフ家 に下宿 した。 ヴォ リノブ もまた

ロパ ーティ ン事件 で15年 の刑 をうけた政治犯 であ ったが,彼 の妻ア ンナは自由意志で

サハ リンに移住 して きたのであった。

 シ ュテル ンベルグはここで仲 間た ちを助 けた り,講 義 を した り,子 どもた ちの面倒
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をみたりした。また持参 した書物を利用して語学などを熱心に勉強した。

 ギ リヤク研究への 出発

 1884年 か ら1905年 まで サハ リンへ追放 ・流刑処分 に処せ られた政治犯 は54人 を数え

た[CEHqEHKo 1963:89]。 その中には1882～86年 間 帝政 ロシア治下 のポー ランドで活

動 した革命組織 「プ ロレタ リアー ト」 のメ ンバ ーも含 まれていた。 この団体 は労働者

を中心 と していたが,1884年 ロ シアの 「人民 の意志」 との間で協定 を結 び,・一・・一・致協力

して専制 ロシアにたいす るたたかいをすすめる ことを約 した。 しか し1885年 秋,帝 政

ロシァの ワル シャワ総督 によって主力 メ ンバ ー29人 が逮捕 され,軍 事裁判 にかけ られ,

う ち17人 が サハ リン流刑 に処せ られた。彼 らはほとん どはサハ リンで徒刑囚 と して苦

役 に従事 した。

 シ ュテル ンベルグはア レクサ ン ドロフス ク滞在中に彼 らとの接触を保 った。 これは

当然 の ことなが ら当局の喜ばないところで あった。 しか しこれ に関連 して シュテル ン

ベルグの その後の運命に大 きな影響を及ぼ した出来事 が もちあが った。 「プ ロレタ リ

アー ト」党 出身の政治犯 ドムブロフス キーn.K.双OM6POBCKmbの 拘 束事件であ る。

 ドムブ ロフスキーは1860年 ワ ルシャワ県 ムシチ ェンカ村の馬丁の子 として生 まれ,

1879年 以 後製靴工 として各地で働いた。1883年 「プロ レタ リアー ト」党 に参加 し,ア

ジテーターと して頭角 を表わ した。翌年,ッ ァー リー政府の手先 スクルジプチ ンス キ

ーの暗殺を企図 したグループに加わ り
,国 外脱出の車 中で逮捕 されて16年 の刑 を うけ,

1887年5月20日 サハ リンに送 りこまれた。彼 は終始重労働を強 い られ,88年7月 には

サハ リンの政治犯騒乱事件 にも参加 した。

 1890年1月 のあ る日の夕方,厳 寒 の中で ドムブロフスキーの身 が らが拘束 された。

彼は高熱で寝ていたところを縛 りあげ られて病院 に強制収容 され た。 この事件を知 っ

た シュテル ンベルグ らは 「この寒 さの 中で病人を強制収容 するとは,な ん とい う非人

道的な ことであろ うか」 と,仲 間 たち とと もに管区長官タスキ ンのところに抗 議 に出

かけた。 結果 は物別 れに終 り,し か もシュテル ンベルグは当局 にに らまれ ることにな

った。 ア レクサ ン ドロフス クの政治囚を監視 していた センチェ ンコという役人 が管 区

長タスキ ン にあてた報告書の中に つぎのよ うな文面がみえ る(1890年3.月8日 付)。

「……行政的追放人た ちの生活 を監視 した結果,彼 らが他 の徒刑囚た ちと密接 な関係

を持 っている ことを知 りま した。 ブ ラジニ コフとシュテル ンベル グはブルガ レヴ ィッ

チ氏 を しば しば訪問 し,と きにはヴォログデ ィン氏の ところにも訪ねています。

 行 政的追放人 が徒刑囚にあた える有害な影響を考 え,貴 官の処置 に したがい,中 で

も気性 のはげ しいスヴォロフ とシュテル ンベルグの2名 を徒刑囚か ら隔離 す るた めに,
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数 日中 に海岸 の一哨所 に送 ることにいた します。 これが最 も適当な処置 と考 えます。

実行 が終 りしだい,た だ ちに貴 官 に報告 いた します」[CEHqEHKo 1963:180]。

 こ うして シュテル ンベル グ は北 サハ リンの 西海岸にあるヴ ィアフ トゥBHaXTyと

い うコル ドン(哨 所)に 送 られた。 コル ドンKOPAOHと い うの は,刑 期満了後住み

ついた人た ちを監視 し,逃 亡囚人,浮 浪者 などをつかまえ るため にサハ リンの 各地

に設置 された哨所で あった。 ここには監視人 と数人の歩哨が住んで いたが,シ ュテル

ンベルグ は,歩 哨たちの部屋 と薄 い板 の壁 で仕切 られた小部屋で寝起 きす ることにな

った。

 絶 望的なさび しさで あった。 「夜 は白い月が中天 にのぼ った。 にごった虹色 の円が

それを とりま き,星 をか くした。雪 は うす紫色 にな った。木 々は寒 さで きしんだ。兵

隊た ちは夕食を終 り,昼 の疲 れで眠 りこん だ。小屋の中は羊皮 と汗のにおいがたちこ

めていた」[rArEH-TOPH 1975:43]。 シ ュテルンベル グは,石 油 ランプを引 きよせ,

静 寂 と孤独の中で書物 を読みふけ った。多 くの書 き抜 きを した。

 と きには通 りがか りの ロシア人移住者 が訪れた。 まれには狩猟 の獲物 を持 ったギ リ

ヤクがや ってきて,ペ ーチカの前 に腰 をかがめて火にあた ることもあ った。 ギ リヤ ク

がタバ コを吸いは じめると,シ ュテル ンベルグはゆ っくりと した ロシア語で語 りかけ

た。

 春 が近 づいた。生 きとし生 け るものが動 きは じめ る春 は,孤 独感がい っそ う強まっ

た。 空を飛 ぶ渡 り鳥 を見 るにつけ,自 分の不 自由の身をなげ いた。1890年 春 の 日記に

はつぎのよ うに書かれてい る。「5月15日 。私た ちの重苦 しい孤独 の中で,強 さ と一片

の生 きる喜 びを天 に願わずにはい られ ない。1日 千秋の思いで郵便 を待 ってい る……。

 い つ ものよ うに気が滅入 って い る……。今 日はわりあい暖かい。昼前,タ イガと海

岸 を散歩 した。雪解 け水 でなに もか も埋 まっていた。 トドマ ッとカ ラマッの幹 につい

た苔 は,今 変 りは じめていた……。 しか しな によりも私が好 きな ものは,や わ らかい

針葉 をつけ,す ば らしい香 りのす る緑色の シベ リアマツであ る。 それは丈 が低 く,何

本 かま とま って生 えて いるが,そ のそばを通 ると,胸 ほどの高 さであ る。 ときにはこ

の木 を抱 きしめた くな って くる。今 日は,な ん とまあ,そ れを手 でつかまえて唇 に持

ってい った。新鮮 な草が姿を現 しはじめた。 白い花 も見 える。昼 まで雑誌Revue de

Deux Mondesを 読 んだ。 それか らツ ングース と狩猟 につ いて お しゃべ りを した」

[rArEH-ToPH 1975:44]。

 寂 蓼 と無為 は人 に自然にた いす る愛情を教え,美 しいものを見 る目を育て る。 シュ

テル ンベルグは孤独 に負 けなかった。彼の心には しだいに島の原住民 にたいす る同情
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と共感 が芽ばえは じめた。彼 はギ リヤ クに強い関心を抱 きは じめた。 アレクサ ンドロ

フスクで は,偶 然 に,ひ とりふたりの ギ リヤ クに出会 うだけで あったが,こ こヴィァ

フ トゥの場合 は,わ ずか1.5キ ロの地点 にギ リヤ クの集落 があり,そ の先には トナカ

イを飼 うッングースが越冬 していた。彼 らはよくコル ドンを訪ねて きた。 シュテル ン

ベルグ自身 も,ほ とん ど毎 日のよ うに彼 らを訪 れた。また ビィアフ トゥか ら10キ ロほ

どの ところにティコとい うギ リヤクの集落があ り,そ このオルク ンとい うギ リヤクと

とりわけ親 しくな った。オル クンは狩猟の獲 物や魚 を持 って犬櫨でや って くると,シ

ュテル ンベルグは代わ りにパ ン,砂 糖,タ バ コをあたえた。彼 らはギ リヤクの信仰や

考え方 につ いて話 し合 い,シ ュテル ンベル グはそれをノ ー トに書 きとめた。 ま もな く

彼 は,ギ リヤ クの生活 を知 るにはその言葉を知 る必要のあ ることを さとった。彼 はギ

リヤクの人た ちを先生 に して,ギ リヤク語の勉 強を は じめた。

 ヴ ィアフ トゥ哨所 の監視人 は,シ ュテル ンベルグが ギ リヤクと接近 していることを

報告書 に書 いた。

 ピウスツキとの 出会い

 1890年 夏,若 きチェホフはサハ リン島の徒刑囚 と流刑 囚の生活 を調査す る目的でサ

ハ リン島を訪 れた。彼 は長官以下行政当局 との衝 突を上手 に避 けただけでな く,と き

にはおだてた りして情報 を収集 し,1893～94年 雑誌 『ロシァの思想』 に名著 『サハ リ

ン島』 を発表 した。 しか し雑誌 に発表 され る前か ら,チ ェホフという新進作家 がサハ

リンを訪れた ことは大 きなニ ュースとなり,世 間 にサハ リンとい う流刑囚の島のある

ことを知 らせ,世 論 をある程度喚起 した。その結果,1891年,サ ハ リン島長官 コノノ

ヴ ッィチ将軍 は囚人対策 をい くらか緩和 し,監 獄や労働条件 につ いて監察を行 なった。

シュテル ンベルグの行動 もい くらか自由にな った。

 1890年12月 末,シ ュテル ンベルグは管理当局の許可を得てヴ ィアフ トゥか らア レク

サ ン ドロフス クまで約100キ ロを徒歩で歩 き,そ こで1891年 の 新年を迎えた。 そこか

ら囚人た ちのつ くった植民の村ル ィコフスコエPblKOBCKoeを 訪 れ,10日 間 滞在 して,

古 くか らの友人 たちに面会 した。

 ここでル ィコフスコエについて一言 のべ る必要があ る。は じめティ ミ川の流域の,

ア レクサ ンドロフスクか ら約70キ ロの地点 に徒刑囚が送 りこまれ,歩 哨 と囚人 のた め

の宿舎,収 容所 長の官舎 と事務所が丸太で建 て られた。やがて刑期満了の囚人た ちの

住居 がで き,1つ の農耕集落がで きあがった。

 1887年,刑 事犯 の徒刑囚 に混 じって,ア レクサ ン ドル2世 暗殺未遂事件 の政治犯が

この地 に送 りこまれた。 プロニス ラフ ・ピウスツキ,ス テパ ン ・ヴォロホフ,ピ ョー
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トル ・ゴルク ン,カ ンチェル,イ ワ ン・ユ ワチ ェフ らであ る。ユワチェフは流刑地 で無

抵抗主義 に転 じ,教 会 コーラス に夢中になった。流刑囚の生 き方はさまざまであ った。

 シュテル ンベルグはル ィコフス コエでは じめてプ ロニス ラフ ・ピウスツキに出会 っ

た。 ガゲ ンー トル ンはその ときの状況を,つ ぎの ように描写 してい る。

 ……背の高 い,端 正な ピウス ッキが両手 をさ しのば しなが ら近づいた。

一あなた にお会 いで きて ほん と うにうれ しいです
,レ フ ・ヤコヴレヴ ィッチ,い ろい

ろお話 を したいです。

 赤 味がか ったひげが若者の顔を年 よりもふ けた ように見せていたが,し か しその笑

顔 は少年の ように素直で善良であ った。

一 わた しはあなたの原住民研究の仕事をたいへん興 味深 く思 っています。その仕事は

別 の世界,つ ま り囚人以外のサハ リンへの出口ですね

一その通 りです ,'な くて はな らな いはけ口です。原住民 の生活の観察 は人類発展の理

解 を助 けます。わた しはつ ぎの ことを確信す るにいた りま した。つま り,な によりも

まず,調 査 しよ うとす る民族の言葉を研究す る必要があ るということです。 ヨーロ ッ

パ諸語 とは全 く構造の ちがう彼 らの言語体系を身 につけて は じめて,自 然児 とも言 う

べ き彼 らの思考 と生活 を理解す ることがで きます。原住 民は,動 物だけで な く,山 の

斜面,樹 木,大 地,海 などに も意識があ ると考 えて います。 それぞれの物象の カテゴ

リーには主霊 があ ります。私 はかな り以前にタイラーの書物 を入手 して読み ま した。

さっきのべた ような現象を アニ ミズ ムとい うんですね。私 はアメ リカで発見 され たこ

とを,こ こで も見つけたわけです。

 私 にもそのタイ ラーを貸 して下 さいませんか。私 は全 くの門外漢です。私 は大学の

1年 生 のとき逮捕 され,あ とは独学だ けで した。監獄 で無為 のた めに手 あたり しだい

に濫読 しました。

 私 た ちはここで民族学 を研究す ることによって重要な仕事 を しています,そ うで し

ょっ,フ ロニス ラフ……

 シ ュテル ンベルグの誠実な 目ざ しに見 つ め られ て,ピ ウス ツキは生 き生 きと した

[rArEH-ToPH 1975:50-51]。

 シ ュテル ンベルグはその後,1891年 夏 にもル ィコフスコエに立寄 って調査を公式 に

ピウスツキに出会 って話を した。 この ときはもはや,ギ リヤクその他原住民の統計的

認 め られての旅行で あった。すなわ ち,サ ハ リン島長官 コノノヴィ ッチ将軍 は,ヴ ィ

ァフ トゥ哨所監視人の報告 によって シュテル ンベルグがギ リヤクに興味 を持 って いる

ことを知 り,チ ェホフによって開始 された サハ リンの人 口調査をつづけよ うと考 えた
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のである。チ ェホフの調査 はロシァ人 が対象であ ったが,シ ュテル ンベルグの対象 は

ギ リヤクその他原住民であ った。 これは世界的 ギ リヤ ク研究者 と しての シュテル ンベ

ルグの新 しい出発 であった。実際,人 間に とって なにが幸 いす るかわか らない もので

あ る。

 ギ リヤク研 究者 と して認められる

 シュテル ンベルグは犬ee 1台 と通訳,生 活必需品をあたえ られて,1891年2月7日

ヴ ィアフ トゥを出発,最 北端のマ リヤ岬へ 向かった。通訳 はたいへん利 こうなギ リヤ

ク,ギ ベ リカであ った。 彼 は日記 に書いた。 「調査す る人 々を愛 して こそ,人 々とそ

の文化 を研究 する ことがで きる」,「人 々のために面白い話 をた くさんで きる人 は,そ

のお返 しとして多 くのことを 知 ることがで きる」[rArEH-ToPH 1975:54]。 シュテ

ル ンベルグはこの調査旅行の中で,ギ リヤクの親族呼称 に興味深い事実のあ ることを

発見 した。子 ど もた ちが数人の女性 をウィムク(母)と 呼び,何 人かの男性 を 「ウィ

トク」(父)と 呼んでいた。 また7歳 ほどの男 の子が,赤 んぼ うに乳を含 ませて いた

女性 に 「アンゲ」(妻)と 呼 びか けると,そ の女性が男の子 に 「プー」(夫)と い う呼

称で応えた。通訳 のギベ リカは言 った。

一女性 は自分 の夫の弟をみな 「夫 」と呼んで います。

 こ の事実 は一体 どのように理解 されるべ きであろ うか。彼 はギ リヤ クの中でグルー

プ婚の名残 りのあることに注目 し,多 くの事例 を集めて論文 にま とめ,モ スクワの 自

然学 ・人類学 ・民族学愛好 者協会 に送 った。1892年10月10日,そ の協会 の席上で論文

が審査 され,10月14日 発 行 の雑誌 『ルスキエ ・ウェ ドモスチ』 に要旨が掲載 された。

フ リー ドリヒ ・エ ンゲルスは これを読んで ドイツ語 に翻訳紹介 した。1893年 初 頭,シ

ュテル ンベルグの全文が雑誌 『民族学評論』(2-3号)に 掲載 された。 シュテル ンベ

ルグ はこれによ って世界 に認 め られ,つ い にサハ リン島か らの出口を自 ら切 り開いた

のであ る。 この論文の抜粋 はル ィコフスコエにいる ピゥス ッキに も送 られた。 ピゥス

ッキはこれによって大いにはげまされた にちがいない。

 シ ュテル ンベルグ は1891～92年 の 冬をア レクサ ンドロフスクで過 ご し,92年2月 に

は近 くで ギ リヤ クの熊祭 りを見た。92年 夏 は南 サハ リンを調査,は じめてアイ ヌに出

会 った。

 1895年2月 「アムール新 聞」 の編集長A・ コル ドフス キーか らシュテルンベルグは

新 聞の寄稿者の ポス トを提供 され,一 方 アムール地方研究協会 および地理学協会ハバ

ロフスク支部 はシュテル ンベルグが アムール地方のギ リヤクその他の原住民研究 のた

めサハ リンを はなれ られるよう,サ ハ リン島の行政当局 に願 い出た。サハ リン島の行
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政 当局 は これ を認め,彼 はウ ラジボス トクとブ ラゴベシチェンス クに入 ることを許さ

れた。1895～96年 にかけて,彼 はアムール川,ウ ス リー川流域,ウ ダ川,イ ンペ ラ トル

スカヤ ・ガワニの ギ リヤクやrt uチ を3度 訪 れた。 また,1896年 の前半だけで,新 聞

「ウラジボス トク」 に52点 の文章 を書 いた。彼がいかに精力的 に活動 したかがわか る。

 そ の年 の秋,シ ュテル ンベルグはサハ リン島に帰 るべ きだ との命令 を うけ,い った

ん帰 島 したが,97年5月,特 赦 によって故郷 に帰 る ことを許 され,ウ ク ライナの ジ ト

ミルへ向 かった。実に11年 ぶりで あった。幼少 の思 い出につなが る生家 は売 りは らわ

れ, .両 親の住所 は変 っていた。姉妹は嫁 ぎ,兄 弟た ちは学業 を終 えて遠い別 の町で く

らしていた。 シュテル ンベルグは,す っか り老 けて しまった両親 との再会を喜 び合 っ

た。や は り,生 きていることはよいことだ,と 彼 は思 った。

 こ こで彼 は,ペ テルブルグの ベス トゥジェフスキー ・クルス(学 校)を 卒業 して,

教 師 として ジ トミルに赴任 したサ ッラ ・ラ トネルという若い女性 と知 り合 った。 ふた

りの間 には愛情が育 って いった。

 サハ リン時代の友人たちか らの手紙 が届 いた。1898年 春 にはプ ロニ スラフ ・ピウス

ッキか らの手紙 が届いた。 それ によると,1898年 か ら彼 はサハ リンのル ィコフス コエ

の測候所勤務か ら大 陸へ移 ることを許 され,今 は農民の身分で ウラジボス トクに住 み,

ア ムール地方研究協会(博 物館)で 働 き,新 聞 「ウ ラジボス トク」 の編集 にも加わ っ

て いるとのことであ った。 かつて シュテル ンベルグもこの新 聞に記事を書いた ことが

あった。 ピウスツキがウラジボス トクへ去 るときにはサハ リンのギ リヤ クやアイヌが

泣 いて別れを惜 しんだという[CEHqEHKo 1963:130]。

 ピウス ツキはこの とき,エ ンディン9H八HHと い う17歳 の 若者 を ウラジボス トク

にともない,教 師 として彼を養成 しよ うと した。 エ ンデ ィンは ピウス ッキの有力 なイ

ンフォーマ ントであ ったチュル キの弟 であった。ふた りはウラジボス トクで著 名な文

化的活動家マ トヴ ェエフ ・アムールスキーH.n. MaTBeeB-AMypcKmbの 家 に寄遇 し

た。 しか しエ ンデ ィンは残念なが ら結核 にかか り,ま もな く死亡 した。

 一 方,シ ュテル ンベルグは,故 郷ジ トミルで はほとんど研究 がで きない ことをさと

った。イ ンフォーマ ン トも書物 もな く,同 好の仲間 もいなか った。彼 は首都 ペテルプ

ルグへ出たい と思 った。 ギ リヤ クの言語資料 に関す る彼 の著作を出版で きるの はロシ

ァ科学アカデ ミーだけであ った。 しか も,ク ロ リやボゴ ラズ は逮捕直前に大学 を卒業

していたが,シ ュテル ンベルグは卒業直前 に逮捕 され,結 局 中退の形 になって いた。

彼 はペテルブルグ大学当局 に,も う1度 卒業 試験 を受 けさせて ほしい と頼ん だが,こ

とわ られて しま った。 シュテル ンベル グは落胆 し,焦 燥 の日々を くらした。
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 1899年2月,ペ テルブルグ にいるボゴ ラズか らの手紙 が届 いた。

 「今 日は,レ フ! まず 用件か らは じめ ます。私 はあなたのテキス トについてアカ

デ ミクのザ レマ ンと話を しま した。彼が言 うには,ま ずテ キス トその ものを見 る必要

があ り,判 断 はそれか らの話 だとの ことで した。国際的な ギ リヤク語 のアル ファベッ

トはありません。1892年 グ ルーベの労作が刊行 されてお り,別 便 でお送 りします。そ

れか らヨヘル ソ ンの研究 と私の研究の校正刷を見本 と して送 ります。

 比 較言語学の教科書について は,ザ レマ ンは私 に1冊 も推薦 して くれませんで した。

それに,そ んな もの はあなた とって必要 ないと思 います。む しろつぎのことをお願い

します。数編の ギ リヤク語 テキス トを書 き移 し,そ れを文法的に くわ しく分析 して下

さい。音韻,文 法,シ ンタクシスの分析 が くわ しければ,く わ しいほどよいと思 いま

す……。

 ご承知 のよ うに,い く分 かの厚顔無恥 によ って私 はペ テルブルグにたどりつ きまし

た。 「突撃」 の形でや って きて,交 渉 の結果一時的 に滞在を許 されま した ……。 ロシ

ァで臨 時的な扱 いは広 く根を下 してい るので,私 は今後の ことをあま り心配 してお り

ません……。私 の こめかみは白 くな り,額 の皮 はそ こなわれ ま した。 しか し全体 とし

て は,私 はまだそれほど老けておりませ ル。 ご存 じのよ うに,私 はヨヘルソン ら仲間

とともに学者 ・研究者の道を歩 むことにな りま した。 しか し古 い酵母が発酵 し,私 を

作家の道 に追 いたてます。 この2台 のモ ーターの力が衝突 して,ど んな ことになるか

はわか りませ ん。

 ク ロ リも似た ような ものですが,彼 の場合 にはさ らに弁護士 とい う仕事が加 わ って

います。 ヨヘ ルソンは自分の立場を確立 し,悪 魔 と言え ども彼 を動かす ことはで きな

いで しょう……。 ごめんなさい,も う書 く時間がな くな りま した。私 は博物館 に出か

けねばなりません。 この手紙が届いた ら,ま たお便 りを下 さい。宛 名はつ ぎの通 りで

す。

      科 学 アカデ ミー,民 族学博物館,ウ ラジ ミル ・ボゴ ラズ」

                        [PArEH-TopH 1975:115-116]

 シ ュテル ンベルグはボゴ ラズの この手紙 にはげまされて原稿 を仕上 げて ペテルブル

グ に送 った。1899年8月19日 付 で,ボ ゴラズか ら返事 が きた。 「あなたの労作 を受け

取 り,今 読 んでいるところです。ザ レマ ンはあなたの論文 をベル リンのグルーベに送

って評価 して もらうと言いま したが,私 はあま り賛成せず,自 分で読 んでほ しいと頼

みま した。彼 はすで にあなたの論文を科学 アカデ ミーの報告 と して印刷す るよ う提案

しま した……・ ヨヘルソンは3日 にペテルブルグに着 きま した。私た ちはアメ リカに
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出かけ る準備 を して います」[rArEH-ToPH 1975=116]。

 ボ ゴ ラズ とヨヘルソ ンは,ア カデ ミー会員 ラ ドロフの推ばん によって,ジ ェサプ調

査団の1員 と して出か けることにな ったのである。

 シ ュテル ンベル グは1899年 ペ テルブルグに移 り,人 類学 ・民族学博物館 の研究員の

職 を得,ザ レマ ンの積極 的な助力 によって 『ギ リヤクの言語 とフォーク ロア研究のた

めの資料』MamepuaZbt no a3yveHar・ za■fimp・2・fi3btκa・U・〈b・2bκeopa . TerCC〃Zbt

c nepeBO∂aMa a npa〃evaHUftneu, T.1, q.1 , CH6.,1908.を 発 表 し,研 究者 として

の地歩 を確立 した・一方,1904～14年 間,博 物館で不定期 に民族学 に関す る講 義を行

ない,収 集 と展示 の計画 に加わ った。1900年 以 後,ブ ロ ックハ ウス とエ フロンの大百

科事典 の民族学関係の項 目を監修 した。

 シ ュテル ンベルグが籍をおいた科学 アカデ ミー付属人類学 ・民族学博物館 は,ピ ョ

ー トル1世 の創立 にな るクンス トカメラに起源 し
,1879～94年 間 の館長は著名な ギ リ

ヤク研究家,ア カデ ミー会員 シュ レンクJI.1皿peHKで あ った。彼 は自 らはす ぐれた

研究を行ない,不 朽 の大著 を発表 したが,博 物館長 としては,ほ とん どなにもしなか

った。1894年 か ら10年 間,著 名な チュル ク学者 ラ ドロフB.B. PallnoBが 館 長 とな り,

博 物館の収集,展 示,研 究 に大 いに貢献 した。 シュテル ンベルグの勤務が この ラ ドロ

フ館長の時期 にあた って いた ことは幸 いであ った。 ラ ドロフは館員の才能を充分 に引

き出 し,ま たのば したのであ る。

 1902年,シ ュテル ンベルグ はついにペテルブルグ大学の卒業証書を もらうことがで

き・博物館の上級研究員 とな った。 アカデ ミー会員オルデ ンブルグC.OnbneH6ypr

と ラ ドロフが アジァ研究 国際委員会 を設立 したのにともない,シ ュテル ンベルグが こ

れのロシァ支部の書記 とな った。委員会か らアジアの各地 へ調査 団が送 られ,そ の コ

レクシ ョンの1部 は人類学 ・民族学博物館 に入 った。 シュテル ンベルグは国際学会 に

ロシアの代 表 として出席 し,ベ ル リン,ラ イプツィヒ,ス トックホルムな どへ も業務

出張 した。

 1903年 に は,博 物館 は標本収 集のためにプ ロニス ラフ ・ピウス ツキをサハ リンと北

海道 に派遣 した。 ピウス ッキは同 じくポーラン ド出身の政治犯 「上 が り」のヤ クー ト

民族学者 セロシェフスキーB. JI. CePOilleBCKMtiと 行 動を ともにしたが,ピ ウス ツキ

は期待 にこたえて,主 と して アイヌ資料を大量 に集 めた。 シュテル ンベルグはアイ ヌ

文化を熱心 に研究 し,1905年,ペ テルブルグ大学付属人類学協会で 「アイヌ族 におけ

るイナウの信仰 」 と題 して講演 した。また1926年,東 京 で開かれた第3回 国際太平洋
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会議での報告 もアイ ヌ問題 であった。今 日なお,ア イヌ南方起源論の代表的論文 とさ

れ る 「アイヌ問題」は彼 の死後の1929年 に発表 された。

 1910年5月15日,シ ュテル ンベルグは学生 ・ザルー ビンH.M.3apy6HHと ア ンシ

ェ リスM.H. AH田enbCを ともなって,主 としてゴル ド(ナ ナイ)の 調査のた めにア

ムール地方 とサハ リンに出張 した。5月31日 ウ ラジボス トクに着 き,(当 時16日 か か

った),昔 の友人 たちと再会,6月3日 ババnフ ス クへ向 って出発 した。 この と き彼

はピウスツキが シュテル ンベル グに送 った2通 の手紙を持参 し,古 い友人 たちに見せ

た。 この手紙の文面 は,読 む人 の涙 をさそわず にはいない ものであった。 この手紙 に

はすでに,1914年 絶 望 の果て にパ リの セーヌ川 に投身 自殺 す る彼 の運命が予感 され る

と言 って も過言 ではな い。

 第1の 手紙 はつぎの通 り。

 1909年1月1日,リ ヴォフにて。

 親 愛な るレフ ・ヤコヴ レヴィッチ!。

 今 日はあなた方の新年,心 よ りお喜 び申 しあげます。 サハ リンの きび しい冬 と,い

っそう粗末な状況 が思 い出 されます。

 限 りないかな しみ,未 来 のよ りよい もの,ち が った ものへの不信。 しめつ けるよう

な悲 しみ,孤 独感,隔 絶 され,忘 れ去 られた気持。 このような暗 いものを背景に して,

たの しい日々,す ば らしい友人 たちというい くつかの明るい点 々が散 らばっています。

今,私 はこのわずかな明 るくて喜 ば しい事が らを数 えあげてみ ます。 あなたの ことを

私 は しば しば思 い出 します。最良の思 い出 はあなた と結 びつ いてお り,お 会い した と

きか らつ らい別れの ときまで,1つ と していやな思 い出はあ りません。

 過 去はぬ ぐい去 られます。 それにつ いて考え る余裕 はありません。過去の中につぎ

こまれた情熱が惜 しくな ります。今で はもう,あ ん なことはで きないだろ うと思 いま

す。友人,共 同の苦労,ギ リヤ ク,流 刑囚の子 ど もた ち,不 幸 な徒刑囚,そ して少数

の捨 て られた インテ リた ち……。

 しか しすべて は若 さによって色 ど られている。流刑の島の足枷 の下か ら,ひ たす ら

に太陽 と人生 と行動へほ とば しった心。あの頃苦 しみなが ら私 たちが愛 しあ った人 々

を,今 ここでみんな集 めてみた いと思います。 いつの 日か,集 ま ってあの苦 しかった,

しか し心 のこもった過去 について語 り合 うことはできない もので しょうか。

 あ なたを抱擁 します。 そ して,あ なたが文通 した り,会 った りす る他の人 々に も心

か らの挨拶をつたえて下 さい。

                        あ な たのプロニス ラフ

41



国立民族学博物館研究報告別冊  5号

 ピウスツキは必死 にな って,研 究のつづけ られ る定職をさが して いた。アメ リカの

民族学者 フ ランツ ・ボァズF.Boasに も手紙 を書 いたが,う ま くいかなか った。 今,

彼 はパ リへ行 って,自 分の著書 出版 の可能性を さがそ うと していた。 第2の 手紙 は

1909年10月19日 付 の ものであ った。発信地 は,ガ ゲ ンー トル ンには書かれていない。

 地 理学協会 の(ロ シアの  加 藤)の 民族学支部 とP・ セ ミョノブにあてて,今 年

なにかの助力がほ しいと頼 みま した。 なん とかな りますか しら。 こうす ることは恥ず

か しくもあ るが,し か しどうした らよいか,全 くわか りません。なにか確実な ものに

とりつ くことが どうして もで きませ ん。 この捨て られた気持,こ の確信 のな さ,期 待,

幻 滅が私を苦 しめます。 こう した ことは,当 然の ことなが ら,仕 事 の生産性をひ ど く

減少 させ ます……。

 あ なた を心か ら抱擁 し,助 言,そ して もしで きるな ら協 力を待 っています。

                    あ なたのプ ロニスラフ

                    [rArEH-ToPH 1975:141-142]

 ピ ウスツキの状況 はシュテル ンベルグよ りもず っとみ じめであった。 ポー ラン ドは

当時3つ の大国 に分割統治 されてお り,帝 政 ロシア国内で研究者な どの地位 を得 るこ

とはたいへん困難であ ったよ うである。 ガゲ ンー トル ンは,「 自由な身での学 問の道

は,流 刑 の身の場合 よりも難 しかった」 と書いている[rArEH-ToPH 1975:143]。

 シ ュテル ンベル グはハバ ロフスクで アルセニェ フB.K. ApceHbeBに 会 って話 を した。

 第1次 大戦で は,シ ュテル ンベルグは都市連合 か ら前線 に取材 に出かけた り したが,

暗 い時期であった。

 戦 争 と革 命を経て1918年,シ ュテル ンベルグは地理学研究所民族学部 の部長 とな り,

若 い研究者の養成 に とりかか った。 ボゴ ラズ もこれ に加 わ った。彼の好 き な 言 葉 は

「民族学 は旅行家 の学問であ る」 とい うもので あった。 シュテル ンベルグは レニ ング

ラー ド大学で も教授 として講義 した。多 くのす ぐれた研究者 が育 ってい った。 シュテ

ル ンベルグは,多 くの人 々に愛惜されなが ら,1927年8月14日 レニ ング ラー ドか らあ

ま り遠 くな い ドゥデルゴフ村で永 眠 した。 シュテルンベルグの見事な伝記 を書 いたガ

ゲ ンー トル ンは1922年 に は じめて シュテル ンベルグの講義を聞いた女性であるが,恩

師の葬式 の列 に加わ って感 じた ことを もって,そ の著書を しめ くくってい る。

 「私 はシュテル ンベルグの 目をま っす ぐ見つめ るように して言 う。『レフ ・ヤ コヴ レ

ヴィッチ! 私 の願いは1つ だけです。 どうか私の生涯が まっす ぐであ りますよ うに。

いつ も横道 にそれず にま っす ぐで ありた い。 どんな妥協 もな しに……,あ なた と同 じ
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ように……。』 レフ ・ヤ コヴ レヴィッチは私の言 うことを聞き,そ うなる ことを信 じて

いるように見えた」[rArEH-ToPH1975:229]。
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